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●
魚 ｛　

講

陛

話

病
（

三
）

　
細

菌
は

魚
病
に

大
な

る

關

係
を
持
て

居
る

巻

の

で

ゐ

る
。

魚
類

細

菌
病
の

著
し
い

例
は

、

本
文
の

初
め

の

方
に

も
一

寸
名

前

を
擧

げ
て

置
い

セ
、

鮭

科
魚
類
の

癰
腫

症
（

騨‘
巨
巳ド
旦
o

器
）

で

あ

る
。

此

の

病
氣
の

名
は

、

本
病
の

必

至

の

症

歌
で

は

な

い

が
、

併
し

な

が

ら

屡
々

表
は

れ
る

處
の
、

筋
肉
内
の

膿
瘍
（

〉

冨
器
・・

器
）

か

ら

導
か

れ
だ

も
の

で

あ
る

。

其
の

膿

瘍
は、

内
に、

血

液
を

混
じ

彪

膿
を

含

有
し、

逾

に

は

裂
潰
し
て
、

内
容
物

を
外

界
に

放

出
す
る

に

至

る
。

若

し
病
魚
に

し
て

斯
様
な
膿

瘍
を
示
し
て

居
れ

ば
直
ぐ
に

見

分
が

付

く
が
、

屡
灯

死
す
る

も
獪
ほ

斯
樣
な

局

部
的
症
歌
を

示
さ

霞

も
の

が

あ
る

。

解
割
の

結

果
は、

唯
膓
が

炎
症

的
に

赤

變
し
て

居
る

許
で

あ

る
。

そ
れ

で

本
病
の

確
定
は

細

菌
學
的

槍
査
に

俟

つ

外
は
な

い
，

そ
の

結

果
は

、

病

魚
の

血
液

内
に、

誌
§

ミ
曇
§

塁

奪
さ

戔
職

§

と

稱
す
る

細

菌
の

充

滿
し
て

居
る

事

を

示

す
。

即

ち
、

本
病
は

、

「

バ

ぞ
グ

リ

ァ
」

の

毒
素
に

依
つ

て

惹

起
さ

れ

る
一

種
の

敗
血
症
（
コQ
 

嘗
畠

巳
 

）

で

あ
つ

て
、

是
が

爲
に

罹
病
魚
は

逾

に

斃
死

し、

病
勢
の

激
烈
な

時
に

は
、

登

池
の

魚
を

悉
ぐ

殪
す

や

う
な

結
果
に

も

立
至

る

の

で

あ
る

。

（

講

　
　
話
）

　
C
魚

病

　
（

石

井
）

理

　
學
　
士

石

井

重

美

蝉

　

本
病
は
、

元

來
、

養
殖
塲
に

於

て

觀
察
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

が
、

　

近
來
は

歐
洲
の

種
々

な

河

川
に

も

見
ら
る

3
や
う
に
な

つ

た
。

そ

一へ
　

れ
で
、

「

フ

ォ

レ

ン

」

や
冖

亅

エ

ッ

シ

エ

」

（

尹
D
プ

o
）

な

ど
い

ふ

魚
は

、

多

　
　

く
の

河
で

は

全

く

絶
滅

し
、

他
の

も
の

で

は

非

常
に

少
な

く
な
つ

へ〜
　

た
．

そ

れ
か

ら、

清
淨
な

河

川
に

も

勿

論
發
病
す

る

事
は

あ
る

が
、

…
　

本

病
の

博
播
に

少
な

か

ら

諏

力

を

添
へ

だ

の

は

水
質
の

汚
變
で

あ

一
　

る
。

何
故
な

ら
ば、

病
源
と
な

る

細

菌
は、

清

淨
な
水

中
で

は

餘

へ
　

う

長
く

繁
殖

す
る

事
は

出
來
な
い

が
、

有

磯
鱧
の

多
い

不

潔
な

水

一
　

中
で

は

良
く

繁
殖
す

る

か

ら
で

あ
る

。

一r
　
　

總
て

の

鮭
科
魚
は

本
病
に

罹
り

易
い

も
の

で

あ
る

が
、

其
他
の

　

魚

族
は
、

ま
だ
天

然
に

於
て

罹
病
す
る

事

が

知
ら
れ

て

居
ら
澱
．

・

　

併
し

な

が

ら、

病
勢
の

非
常
に

猖
撫

を
極
む
る

時
、

及
實
驗
室

内

｛
　

で

實
驗

さ

れ

た

處
な

ど
に

よ

れ

ば、

そ
扎

等
も

亦
根
本

的
に

免
疫

〜揮

性
を

得
て

居
る

も
の

で

は

な
い

。

　
　

此

の

他、

街
、

細
菌
に・．
盛

る

魚
病
は

非

常
に

澤
山
あ
つ

て
、

色

　

々

の

魚
が

色
々

の

細

菌
に

よ
つ

て

侵
さ

れ

る
。

而
し

て
、

病
魚
が

　

そ
れ

等

の

細
菌
の

侵
入
に

對
し
て

取
る

態
度
は
、

他
の

高
等
な

脊

二

九
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（

講

　
　
話
〉

　
○

魚

病

　
（

石

井
）

推
動

物
な

ど
の

取
る

も

の

と

略
同
一

で

あ
る

。

即
ち、

病
魚
は

是

に

對
し
て

反
毒
素・
食
細

胞
、

恐

ら
く
は

叉

發
熱
な

ど
主

い

ふ

武
器

を
以

て

防

戰
す
る

。

體
温
の

上

昇
を
正

確
に

濁

知
す

る

事

は

困
難

で

あ
つ

て
、

そ

れ

を

す

る

に

は、

小

さ

な

寒

暖
計
を

作

つ

て
、

胃

中
若
く

は

膓
の

後

部
に

差
し
込

む

の

で

あ
る

が
、

手
術
の

問
に

病

魚
は

そ
れ
か

ら

逃

れ

や

う
と
し
て

盛
に

身
體
を

動
か

す

か

ら、

寒

暖
計
に

威
じ

た

温
度
の

幾
分
が

果

し
て

病

氣
の

爲
か

ら

來
た

も
の

で
、

幾

分
が

手

術
の

結
果
か

ら

來

だ

も
の

か
、

遽
に

到
じ

兼
ね
る

の

で

あ
る

。

併
し
な

が

ら、

病
勢
の

進
ん

だ

者
で

は
、

縱
へ

魚
が

靜
止

し
て

居
っ

て

も
、

獪
ほ

呼

吸
の

逼

逍
し
た

樣
を
表
は

す

處
か

ら

見
る

と
、

そ
れ

は

慥
か

に

熱
病

的
の

現

象
で

あ

る

と
い

ふ

事

が

禺
來
る

。

　

次

に

腫
瘍
（

Ω
。

ω

。
｝

看
三
馨
。

）

も

亦

最
も

注
意
す
べ

き

魚
病
の
一

つ

で

あ

る
。

魚

類
に

は、

他

の

人

類
及

温

血

動

物
に

知

ら
れ
て

居
る

總
て

の

腫
瘍…
が

あ
る

。

そ
れ

等
の

腫

瘍
は、

養
殖
魚
に

も

見

出
さ

れ
よ

ば
、

天

然

魚
に

も
見

出
さ

れ

る
。

即

ち、

上

皮
細
胞

腫

（

ロ

旨
ぽ
ぎ
巨
。

∀

脂

肪
腫
（

匿｝
6
已
。

∵

筋

纎
維
腫

つ

ぞ

旨
◎・

軟
骨

腫
（

Q
ゴ
O
昼
二
同
OH

口

 
）

な

ど
い

ふ

良
性
腫

瘍
を

初
め
、

肉
腫
（

oQ

二
6
日
。

）

癌
腫
（

O
蠶
o

貯
○

営
Φ

）

な

ど
い

ふ

惠

性
の

も
の

に

至

る

迄
、

淡
鹹
兩

水
の

魚
に

見

出
さ

れ

る。

是

等
の

腫
瘍
は、

魚
體
の

如

何

な

る

器

官
を

も

侵
す
が
、

殊
に

皮
膚
の

侵
さ

れ
る

塲
合
の

多
い

の

は
、

是

は

魚
の

皮

膚
が

比

較
的
軟
弱
で

あ
つ

て
、

外
物

の

爲
に

損
傷
を

受

け

易
い

事
に

墓

因

す
る

の

で

あ
る

。

皮
膚
が

損
傷
さ

れ

る

と、

其

の

刺

戟
の

爲
に

其

處
に

炎
症

2
三
黐「一
＝＾
ゴ
＝

鯛〕

が

起
る

。

そ

れ

か

三

〇

　

ら、

漫

性
的
炎
症
の

存
在
し
て

居
る

部
分
に

腫

瘍
と
い

ふ

も
の

ぶ

　

好

ん

で

生

起
す
る

事
は

、

他
の
一

層

高
等
な

動
物

に

於
る

塲
合

と

　

同
一

で

あ
る

。

　

　

彼
の

養
殖

業
者
聞
に
一

般
に

知
れ

渡
つ

て

居
る

所
謂

鯉
の

痘

瘡

　
（

℃
Oc

閃

色
自
 

・。

国

鴛
鷲
孱゚

痘

瘡
と
は

日

ふ

が
、

是

は

温
血
動
物
の

〜…
　

痘

瘡
と
は

杢

然

性
質
を
異
に

し
た

も
の

で

あ

る
。

）

は
、

斯
樣
な

上

…
　

皮
細
胞

の

増
殖
よ

り

な

る
一

種
の

腫
瘍
で

あ
る

。

此

の

疾
病
の

徴

…
　

候
は
、

魚
體
表

面
の

種
〃

な

る

部
分
に

臼

斑
が

生
じ、

時
と
し
て

　

は、

そ
れ

が

互
に
相

接
觸

融
合
し
て

魚
體
の

大

部
分
を

被
ひ

、

病

　

魚
は

是

が

爲
に

皮

膚
の

生

理
作

用
に

傷
害
を

濛
つ

て
一

般
の

健
康

　

を

も

害
す
る

や

う
に

な

る
。

　

　
本

病
は
、

屡
々

、

同

時
に、

一

養
魚
池
中
の

多
數
の

魚
を

襲
ふ

　

事
が

あ
る

處
か

ら、

一

種

の

傳
染
病

で

あ

ら
う
と
い

ふ

詮
が

行

は

　

れ
て

居
つ

だ

が
、

併
し
他
に
、

本
種

の

主
因
が

水
質
の

如

何
に

在

　

り

は
せ

訟

か

と
い

ふ

疑
を

生
ぜ

し
む

る

幾
多
の

事
實
が

あ
る

。

此

　

の

問

題
は

今
獪
ほ

未
解
決

の

儘
で

あ

る
。

　

　
（

譯
者

目
、

本
病
の

病
源
に

就
て

は、

曾
て

出
o

盖
騨

が、

胞
子

　

蟲
設
を

持

出
し
把。

即
ち
痘
瘡
症
に

罹
つ

た

鯉
の

腎
臓・
肝
臟・
脾
臟

　

等
に

は、
」

ξ
≧、・
冬
窶

。

導
ミ
M

賦

と

稱

す
る
一

種

の

粘
液
胞
子

蟲
が

　

嵜
生

し
て

居
る

。

…
ー

皮

膚
の

病

竈
中
に

は

何
等
の

寄
生
々

物
を

　

も

見
出
さ

澱

が
−−

ー
そ

こ

で
、

腎
臟
其

の

他
の

内
臟
諸
器

官
の

寄

　

生
蟲
に

依
つ

て

傷
害
を
受
け
る

事
が

間
接
の

原

因
と
な

つ

て
、

皮

　

膚
に

以

上

の

病
的

變
化
を

惹
起
し

陀
の

で

あ
る

と
い

ふ

読

明
を
附

　

け

た
。

此

の

説

明
に

は

大
分
無
理

が

あ
る

や

う
に

見
へ

元
が

、

其

N 工工
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の

後

色
々

の

成

書
に

そ
の

ま

よ

取

入

れ

ら
れ

だ
。

併

し

途

に

冒
冨
匿

等
に

よ
つ

て

手
嚴
し

く

批
評
し

、

反
對
さ

れ、

今
は

全
く

立

淌
の

姿
と
な
つ

て

居
る

。

）

　

尚
ほ、

魚
類
に

見

出
さ

る

よ

腫
膓
中

最
も
注
意
す
べ

き
も
の

3

一

つ

は、

鮭

科
魚
類
の

閉
5
鷲
（

甲

駿
腺
性
癌
）

で

あ
る

、

此
の

病

氣
は
、

そ

れ

が

著
し
く
流

行
性
に

現

は

れ
る

こ

と
3、

そ

れ
か

ら

人

類
に

見

ら
る

同

様
の

疾
病
と

非
常
に

よ
く

類

似
し

て

居
る

點

と

で
、

署
名
で

あ
る

。

　

人

類
の

ク

ロ

ツ

プ

は、

或
る

特
蘇

の

地

方
に

殊

に

著
し

（

發
見

さ

れ

る
。

例
へ

ば
、

γ

私
プ
ズ

地

方

で

は、

甲

状

腺
肥

大

と
い

ふ

事
が、

殆

ん

ど

常
態
で

あ
る

か

の

如
く

普

通
に

見

ら
れ

る
。

而

し

て
、

そ

れ
に

附

駈

し
た

峯
豊
ρ

熔
門

9h
二

巨
冒旨

磊

な

ど
い

ふ

精
神

的

疾
患
も

稀
で

は

な

い
。

今
口
で

は
、

此
の

ク

ロ

ツ

プ

の

原

因
に

就
て

は、

傳
染
性
の

微
生
物

説
を
稱
へ

る

者

が

少

な

（、

寧
ろ

水

質
読
に

傾
い

て

居
る

が、

併
し
な

が

ら
其
の

當
否
は

未

だ
何

れ

と

も
決
定
出

來
諏

。

魚
類
の

ク

ロ

ツ

プ

に

就
て

庵

矢
張
り

同

樣
で

あ

っ

て
、

可
な

り

精
細
に

研
究
さ

れ
た

が、

問
題
は

獪
ほ

依
然

と
し

て

未
解
決

の

儘
で

あ
る

。

　

ク

ロ

ヅ

プ

は
、

鮭

科
の

魚
に

の

み

見

揖
さ

れ

る

疾

病
で

あ

る
。

併
し

な

が

ら、

鮭

科
魚
巾

で

は、

殆

ん

ど
總
て

の

種
類
に

皆
見

ら

れ
る

の

で
．

少

く

と
も
其
の

中
の

普
逋
な

十
六

種
類
か

ら
は
、

何

れ

噛

本

病
の

あ
る

事
が

知
ら
れ

て

居
る

。

　

本

病
の

最
初
の

流
行
は
、

伊
太

利

の

ガ

川

ダ

湖
に

現
は

れ
た

。

譯
者
日
、

是

れ

は
「

八
八

三

年

の

春
か

ら

夏
に

か

け
て

、

ガ

戸

ダ

（

講

　

　
話
）

　
O
魚

病
　
（

石

井
）

　

湖

眸
の

或
る

孵
化
塲
の

ピ

島
 

＃
2
詳

賢
8
譯

ミ
象

N

§
蕊
讐

籌

に

現
は

　

れ

た
の

で
、

其
の

當
時

三

千

以
上
の

鰌
が

此

の

爲
に

斃
れ

セ
。

之

　

れ

を

研
究
し
髭
の

は

獨
逸
の

国

』
身
ス

哩、
で

あ
つ

把

が
、

彼
は

本

　

病
が
一

種
の

癌
腫
で

あ
る

事
を

知

ら
な

か

っ

た
。

）

其
の

後、

瑞
西

、

　

佛

蘭
西
等
に

著

し
い

流
行

が

起
り

、

獨
逸
に

も
多

少
現
は

れ

た
。

　

併
し
な

が

ら、

最

も
激
烈
な

流
行
は、

歐

洲
以
外
の

ニ

ゥ

三
ジ

ー

　

ラ

ン

ド・
南
阿・

北
米

等
に

現
は

れ

セ

の

で
、

殊
に

合

衆
國
で

は、

本

　

病
の

爲
に

養
殖

業

者
の

蒙
つ

た

損
害
は

莫
大
な

も
の

で

あ

る
。

へ
　
　

魚
類
の

甲

壯
腺
は、

其
の

細
か

な

講
造
は

温
血
動
物
の

も
の

と

　

類
似
し
て

居
る

が、

併
し、

別

に

特
別

の

被
嚢
の

爲
に

被
は

れ
る

　

と
い

ふ

や

う
な

事
が

な

い

か

ら、

周
園
の

組
織
と

明
瞭

に

區

溺
さ

…

答

繰
麟
漁

髄
灘

難
纈

籤
黝

諜

〜
　

の

附

近

に

發
逹
し
て

居
る

。

併
し

肉
眼
で

は

仲
々

に

認
め

難
い

。

　
　

甲

歌
腺
の

卒

時
の

淞
態
は

上

述
し
た

や
う

で

あ
る

が
、

そ

れ

が

　

所

謂
ク

ロ

・・
ブ

病
魚
に
な

る

と
、

先
づ

腺
の

大
さ

が

増
し
て
、

其
の

　

範

圍
が

前
に

も

後
に

も

著
し
く

廣
ま

り
、

鰓
弓
の

基

部
に
さ
へ

達

　

す
る

や

う
に

な

る
．

そ
れ

か

ら、

個
々

の

腺
胞
の

皮
膜
細
胞
は、

　

卒

常
の

塲
合
に

は、

扁
罕
か
、

或
は

甚
し

く
て

方
形
で

あ

る

が
、

　

病
魚
で

は
そ

れ

が

更
に
一

層

高
ま

り、

柱

状
と
な

る、

是
れ

が

増

　

生
（

頃

恙
。

巷】

置
 ）

の

初
期
で、

續
い

て

腺
胞
の

數
が

堰
し
て
、

互

　

に

相
密
接

壓
迫
し、

又

大
さ

も
大

き

く

な
つ

て

周

圍
の

組
織
に

迄

　

廣
が

つ

て

行
く

。

此

の

増
生
が

段
々

發
逹
し
て
、

外
部
に

表
は
れ

　

る

や

う
に

な
る

塲
合
に

は．、

そ

れ

は

小

さ

な

結

飾
と
し
て

口

腔
内

＝

二

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

（396）大正四年七月十五日

（

講

　

　
話
） ．

O
魚
病

　
（

石

井
）

に

現
は

れ
て

來
る

。

そ
れ

か

ら、

腫
物
鳳

盆
々

大

き

く

な
つ

て
、

口

腔
内

を

滿
だ

し
、

叉

頭

部
の

腹

面、

鰓

葢
等
を
も

隆
起

せ

し
め

て
、

外

部
か

ら

も
明
か

に

そ
れ
と
知
ら

れ

る

や
う

に

な

る
。

多
く

の

鰹
弓
が

斯
様
に

し
て

一

時
に

侵
さ

れ

る

や

う

な

塲
合
に

は
、

呼

吸
も
攝
餌

も
非
常
に

妨
げ
ら

れ
、

或
は

全

く
不

可
能
に

な

る
。

　

本
病
も

其
の

初
期
に

於
て

は
、

唯
簡

單
な

良
性
の

増
生
で
、

病

勢
が

是
よ

り

進
ま
ぬ

塲

合
に

は、

そ
の

與
へ

る

傷
害
の

程
度
は
比

較
的
に

少

な
い

が
、

併
し
な

が

ら
、

此
の

良
性
の

増
生
は

屡
々

悪

性
の

も
の

に

變
化
し

て

行
く

。

さ

う

な

る

と
、

箸
し

い

組
織
上
の

變
化
が

起
つ

て
、

筋
肉・
骨

・

軟

骨
・’

皿

瞥
等
迄
侵

害
さ

れ
る

や

う
に

な

る
。

是
れ

は
正

し
く

甲

歌

腺
癌
（

ω
o

互
蜀
創

暮
。 。

讐
貯
o

募
）

で

あ
つ

て
、

病

魚
は

必

す
死
滅
を

免
れ
鍛

事

と
な

る

の

で

あ

る
。

人

間
の

塲
合
に

於

て

も
、

良
性
の

ク

ロ

ソ

プ

が

屡
舟

惠

性
の

癌
に

變
化
し

て

行
ぐ
こ

と
が

あ
る

。

斯

樣
に

、

此
の

疾
病
が
、

或
る

塲
合
に

は

良
性
の

ま
≧

で

止

ま
り、

他
の

塲
合
に

は

悪

性
の

も

の

に

變
化
し

て

行
く
の

は

何

が

故
で

あ
る

か

と
い

ふ

事

は、

癌
腫
の

原

因
の

獪

ほ

不

明
で

あ

る

今
日
、

矢
張
b
解
决
出

來
ぬ

悶
題
で

あ

る
。

　

或
る
一

つ

の

養
魚
池
の

魚
が

多

數
ク

ロ

ッ

プ

に

罹
る

≧

に

反

し、

そ
れ

と

隣

接
す
る

養
魚
池
が

無
事

で

あ
る

と

い

ふ

や

う

な

事

實

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
W

は
、

先
づ

本

病
が

傳

染
性
の

も
の

で

あ

る

ま
い

か

と
い

ふ

疑
を
起

さ

し
め

る
。

徇

ほ

叉
、

一

度
ク

・

．

プ

に

罹
つ

だ

け

れ

ど
、

其

れ
が

皹

症

で

あ
つ

陀

爲
に

自
然
に

治
癒
し
た

と
い

ふ

や

う
な

者
は

、

再

び

發
病
せ

す
、

恰
も
一

種
の

免
疫
性
の

あ

る

や

う

に

見

え
る

事

實

は
、

前

掲
の

疑
念
を
一

層
深
か

ら

し
め

る
。

更
に

著
し
き

事

實
は

、

三

二

或
る

先
天

的
に

免
疫
性
を

持
つ

だ

個

體
及
群
屬
（

国

彎
ビ

曽
o

）

の

存

在

す
る

と
い

ふ

確
實
な

觀
察
の

あ

る

事
で

あ
る

。

是
れ

と
類

似
の

現

象
は

人

間
の

塲

合
に

就
て

も

知

ら
れ

て

居
る

（

例
へ

ば
ヒ

マ

ラ

ヤ

地
方
の

あ
る

谿
谷
に

住

ん
で

居
る

土
人

の

塲
合
の

如

き

は

そ

れ
で

あ
る
） 。

併
し
な

が

ら
、

此

の

寄
生

詮
の

解
决
を
着
け
も

爲
に

行

は

れ

だ

種
々

な

實
驗
は、

一

も
ま

だ

確

實
な

肯
定
的
の

結

果
に

到
逹

し
て

居
ら
の

。

病
魚
と

健
魚
と
の

接
觸、

病
魚
の

甲
賦
腺

を
健
魚
に

攝
食
せ

し
め

だ

試
驗
な

ど
も、

何
等
の

結

果
を
齎
ら
さ

な
か

つ

だ
．

　

水

質
の

影
響
に

就
て

は

可
な

り

精

密
冷、

調
査
が

行

は

れ

乾
が
、

發
病

池
と

無
病
池

と
の

水
質
の

問
に

は
、

刑
に

差
違
が

見
出
さ

れ

な

か

つ

π
。

爾

ほ

下

の

や

う
な

事

實
も

あ

る
。

即
ち、

幾
つ

か

の

連
續

的
に

並

ん
だ

池
へ

同

様
の

取

扱
を

施

し
だ

同
一

種
の

鱒
を

入

れ
、

水
は
次

か

ら
次
へ

と
同
一

の

水
を

流
し
た

に

拘
ら

す、

罹
病

魚
の

數
は、

池

に

依
つ

て

著
し
く

相
違
し、

第
一

の

池
で

は

三

鬼
、

第
二

の

池
で

は

入

％、

第
三

の

池
で

は
四

五

％
、

第
四

の

河
で

は

八

四

％

と
い

ふ

や

う
な

結

果
を

示

し

陀
。

加
之

、

ま
だ

池

に

入

ら

組

前
の

引
水
中

に

放
つ

だ

魚
は

全

く
健
全

で

あ
つ

陀
。

斯
標
に、

用
ゐ

陀

水
の

同

様
で

あ
つ

た

に

拘
ら

す、

下
方
の

池
に

至

る

に

從

ひ
、

病

魚
の

數
の

著
し
く

増

加
し
た

の

は、

水

質
が

唯
一

の

原
因

で

あ
る

と
い

ふ

假
定
を

裏
切

る

事

實
で

あ

ら
ね
ば
な

ら
瀚

。

　

省
ほ

、

與
へ

ら
れ
る

種
々

な

食
物
の

性

質
が

、

魚
の

罹
病
性
に

影
響
を

及
ぼ

す

も

の

で

は

な

い

か

と
い

ふ

事
も

考
へ

ら
れ

た。

そ

れ

は、

屠
獸
の

生
の

肝

臓
や
心

臓
を
與
へ

た

も

の

で

は、

天

然
餌

料
や
、

魚
類
の

餌
料
や
、

叉

は

燹
沸
し
だ

餌
料

を
輿
へ

だ

塲
合
よ

N 工工
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参
、

罹
病

率
が

高
い

と
い

ふ

事
實
が

あ
る

か

ら
で

あ
る
。

併
し
近

時
に

至

つ

て
、

唯
植
勒
性
の

食

物
の

み

を
與
へ

た

塲
合
に

も．

多

く
の

罹
病

魚
の

現
は

れ

る

例

が

知

ら
れ

る

や

う
に

な

つ

把

か

ら、

單
に

屠
獸
の

生
の

内
臟
を
與
へ

る

事
が

主

因
で

あ
る

と

も

日
へ

な

い

譯
で

あ
る。

　
竝

に

非

常
に

重
要
な

且
つ

興

味

あ
る

事

實
は、

醫
學
上
ク

ロ

ソ

プ

鰯、

若
ぐ

は
防

腐
剃
と
し
て

用
ひ

ら
れ

る

物
質
を、

病
池
の

水

中

に

投
入
す

る

と、

病
魚
の

甲
献

腺
腫
が

著
し

く

輕

微
と
な

る

事

で

あ

る
。

即
ち、

沃
度．
水

銀・
砒

素
な

ど
を
用
ひ

る

と、

斯

樣
な

結

果

が

得
ら
れ

る。

勿
論、

其
の

濃
度
は

極
く
低
く
て

い

よ

の

で
、

餘

め

濃
い

と、

病
魚
自

身
が

非
常
な

悪

影
響
を

受
け

る

事
に

な

る
。

沃

度
な

ら
ば、

沃

度
加
里

と

し
て

、

高
く
て

三

十

萬
分
の
一

の

溶

液
、

水

銀
な

ら
ば
、

昇
汞

と

し
て
、

五

百
萬
分
の

一

の

溶
液

、

砒

素

な

ら
ば

、

砒

酸

｝
♂

O
軌

と

し
て

、

三

十

萬
分
の
一

の

溶
液
と

し

て

用
ひ

る

の

で

あ

る
。

是

等
は

何
れ

も
非
常
に

稀
薄
な

液
で

は

め

る

が
、

其
の

功

果
は

極
め

て

顯

署
で

あ
つ

て
、

腫

瘍
は

大

小

に

拘
ら

す

甚
し
く

縮
少

し、

或
は

杢

く

淌

滅
す
る

に

至

る

の

で

あ
る

。

　

本
病
は

直
接
に

魚
か

ら

魚
に

之

を
傅
染
せ

し
む

る

こ

と
が

出

來

な
い

か

ら
、

其
の

病
源
に

な

る

も
の

が
、

何
か

中

間
宿
主

の

や
う

な

も
の

に

依
つ

て

媒

介
さ

れ
は

し

な

い

か

と

い

ふ

事
も

疑
は
れ

だ
。

此
の

疑
問
は
、

近
來、

南
米
に

於
て
、

或
る

吸
血

性
の

昆
蟲

に
依
つ

て

其
の

傳
染
が

媒
介
さ

れ

る、

　
一

種
の

人
類
の

甲
默
腺
病

が

知
ら
れ

る

に

至

つ

て
、

更
に
一

層

有
意
味

と
な

つ

た
。

併
し
な

が

ら、

是
と
て
、

勿
論
ま
だ
一

個
の

想

橡
に

邇

ぎ

鍛
、

（

論
　

　
読
）

　
O
魚
病

　
（

石

井
）

　

　

魚
類
の

タ

ロ

ヅ

プ

と

温

血

動
物
の

ク

ロ

ッ

プ

と、

そ

の

本
質
ド

於

　

て

類

似
し

て

居
る

と
い

ふ

事

は
、

下
の

や

う

な

實
驗
に

依
つ

て

證

　

明
せ

ら

れ

た
。

即
ち

ー
−

罹
病
魚
の

在
る

器

壁

に

附

着
し
て

居
た

　

泥
土
状

物
質
を
掻
き
取
つ

て
、

鼠
・
犬
、

若
き

）

な

ど
に

食

は

せ

セ

處

　

が
、

甲

淞

腺
の

腫
脹
を
來
し

だ
。

併
し

な

が

ら
、

此
の

物
質
を

煮

　

沸
し
て

與
へ

た

塲

合
に

は

何
等
の

影
響
も

無
か

つ

セ
。

　

　

徇
ほ

　

此

の

事

實
は

、

病
源
の

所
在

や

性
質
に

就
て

興

味
あ

る

屑
示

を

與

一
　

へ

る
。

本
病
の

病
源
が
】

種
の

寄
生
々

物
で

あ
る

ら
し
い

事
は、

弾

色
々

の

點

か

ら
考
へ

ら

れ
る

の

で

あ
る

が
、

欝
し
其
の

確
定
的
證

　

明
は、

ま

だ

魯
々

達
せ

ら
れ

な

い
．

　

　

街
ほ

甲…
状

腺
の

腫
脹
が

如

何

な

る

生
理

約
の

作

用
を
魚
艦
の

上

　

に

及

ば

す

か

と
い

ふ

や

う
な

點
に

就
て

は、

碍
究
す
べ

き
事
が

澤

　

山
あ

る
。

或

は

彼

の
バ

セ

ド

ー

病
（

訂

謡・
乱

9
耋

島
o

囚

莠一

邑
邑
冖

）

…
　

に

相
當
す
る

や

う

な

現

象
は

あ
ウ

は

し

な
い

か
。

　一

體
、

魚
類
の

…

憲
に

關
す
る
五
．

々

の

韈
蕕
極
め

て

幼
雄
で

あ

る

誓
、

多

押

少
の

變
化

が

あ
つ

て

も
そ
れ

を

確

知
す
る

事
が

難
か

し
い

。

魚
病

へ
　

の

多
く
の

も
の

に

就
て

も

同

樣、

吾
々

の

知

見
は

ま
だ

極
め

て

淺

　

薄
で

あ

る

か
、

或

は

杢

く

矇

昧
で

あ
 

。

若
し

魚

類
の

病
理

學
が

、

　
　

其

の

生
理

學
の

方
面
か

ら
根

本

的
の

援
護
を

受
け

て

進
ん
で

行
つ

 
　

た

な

ら
ば、

魚
病
の

錺
究
が

更
に
一

暦

緊
要

な
も
の

と
な

る

で

め

　

ら
う

。

（

心 、
儿
）

三
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